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平成２７年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【電気を流す有機物】 

日 程:平成２７年８月１９日 

受講者数:２名 

会 場：兵庫県立大学播磨理学キャンパス 本部棟 ４Ｆ４０１講義室 

講 師:大学院物質理学研究科・教授・田島裕之 

有機化合物は一般に絶縁体とされてきたが、近年は化学的、物理的手法で電荷キャリアを注入し、導体

を作る手法が進展してきている。実用デバイス作成を目指した研究も盛んになっている。本講習では当

該分野の最前線について述べる。 

ゴムやプラスチックといった身の回りの有機化合物はたいてい電気を流さない。しかしながら 1950 年

代から続いた研究の結果、現在では有機化合物からなる伝導性物質、超伝導体、磁性体は既に実用化さ

れ、現在ではデバイス応用を目指した研究が盛んに行われている。有機 EL あるいは有機太陽電池に代

表されるように、「有機化合物を用いて印刷法により電子回路を作成する」というのは夢物語ではなく

なってきた。本講演では、有機化合物を用いた超伝導体が合成されるに至った道のりと、有機薄膜デバ

イスの原理とその応用について解説した。 


